BTRI-F402-（別2-04）

別表（耐震診断の概要（S造））

	1.建築物概要
	
	
	

	建築物の名称
	△△小学校　屋内運動場

	所有者
	△△市

	診断者

氏名
	建築設計
	○○設計事務所
	既存設計
	建築設計
	○○設計事務所

	
	構造設計
	○○設計事務所　○○　○○
	
	構造設計
	○○設計事務所

	
	－
	
	
	監　理
	○○建設

	
	－
	
	
	施　工
	○○建設

	建築物所在地
	△△県△△市△△町xx丁目xx号xx番地

	用　　途
	屋内運動場

	規模等
	建築面積
	xx,xxx
	m2
	延べ面積
	xx,xxx
	m2

	
	階　　数
	　地上x階　　地下x階　　塔屋x階

	
	軒　　高
	xx.xx
	m
	最高部高さ
	xx.xx
	m

	
	基準階高
	x.xx
	m
	地階階高
	x.xx
	m

	
	建物形状
	平面形状は整形である
	スパン数
	X方向x×Y方向x

	構造概要
	構造種別
	鉄骨造

	
	架構形式
	S1・RS2a・RS2b・RS1a・RS1b・RS1c・R1・R2・その他（　　）

	
	基　　礎
	直接基礎・杭基礎（杭種：　○○○○　　　　　　　）

	
	構造的特徴
	屋根をPC版としている等で、特殊な工法を用いている構造の特徴を示してください。

	地盤
	地盤種別
	第3種　（Tc＝x.x秒）

	
	表層
	ローム層
	支持層
	砂礫層（GL-xx.xm）

	経歴
	着工年月
	昭和49年12月
	用途変更
	なし

	
	設計年月
	昭和48年4月～49年11月
	増築・改築・改修
	昭和53年増築

	
	建築確認年月
	昭和49年12月
	火災・震災
	なし

	
	竣工年月
	昭和50年12月
	その他
	なし

	その他（付帯事項等）
	・○○センターにて耐震診断評定を取得（平成xx年yy月zz日、評定番号xxxxx）。改修は、評定番号xxxxxの結果に基づき行う。）

・特別教室棟はExp.Jで切れているため耐震診断の対象外。


	2.建築物調査結果概要

	関係資料
	一般図
	構造計算書
	構造図
	検査済証

	
	有・無
	有・無
	有・無
	有・無

	ｺﾝｸﾘｰﾄ強度
	調査方法：　未調査　　　　　　　調査個数：－

	
	設計基準強度
	平均圧縮強度
	標準偏差
	診断採用強度

	
	xx.x N/mm2
	－ N/mm2
	－ N/mm2
	xx.x N/mm2

	ｺﾝｸﾘｰﾄ中性化深さ
	最低値：未調査　　　　最大値：－　　　　平均値：－　　調査個数：－

	鉄筋
	基準強度

	
	SD30A　xxxN/mm2

	鉄骨等
	基準強度

	
	SS41　xxxN/mm2　　SR24　xxxN/mm2

	ボルト
	ボルトの材料（中ボルト、F10T等）を示してください。

	その他（付帯事項等）
	常時荷重の不具合の有無、地盤調査・不同沈下の有無（1スパンの不同沈下量の最大値：1/xxx）等

	経年指標　Ｔ
	x.xx（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	3.耐震診断の方法及び結果等

	診断方法及び目標値
	準拠した耐震診断の方法
	平成18年国交省告示第184号別添第１本文ただし書の規定に基づき認定された以下の耐震診断の方法

	
	
	鉄骨造部
	屋内運動場等の耐震性能診断基準（文部科学省）

	
	
	鉄筋コンクリート造部
	耐震改修促進法のための既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断及び耐震改修指針・同解説（（財）日本建築防災協会）

	
	計算プログラム
	鉄骨造部
	－

	
	
	鉄筋コンクリート造部
	○○○○Ver.ｘｘｘ　（○○会社）

	
	目標値
	IS0
	x.xx
	屋根面ブレースK
	x.xx

	
	
	q0
	x.xx
	CTU・SD
	x.xx

	
	診断方針
	平面形状等に応じて採用したゾーニングの方法、外力分布（中間荷重の考慮の仕方）、部材の剛性等々の考え方、その他診断において前提とした内容等を示してください。

	既

存

建

築

物

の  IS
指

標

値

等
	屋根面の剛床仮定
	X方向
	水平ブレース（○○）を追加し、剛床を成立させる。

	
	
	Y方向
	各通りごとに耐震性を確保し、ゾーニングにて検討する。

	
	補強の必要性
	X方向
	倒壊の危険性があるので、補強が必要である。
	決定要因：X1ｿﾞｰﾝ2階(両桁面)

	
	
	Y方向
	倒壊の危険性が高い。
	決定要因：Y2ｿﾞｰﾝ1階(下屋部)

	
	方向
	ゾーン
	構造種別
	階
	F
	Fes

(SD)
	IS
(K)
	q
(CT･SD)
	判定
	決定要因

	
	
	名称
	位置
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	X
方
向
	
	屋根
	S
	R
	－
	－
	(x.xx)
	－
	－
	

	
	
	X1
	両桁面
	S
	2
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	NG
	接合部母材の破断にて決定

	
	
	
	
	RC
	1
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	NG
	極脆性柱にて決定(F=0.8)

	
	
	X2
	下屋部
	RC
	1
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	NG
	同上

	
	Y

方

向
	
	屋根
	S
	R
	－
	－
	(x.xx)
	－
	－
	

	
	
	Y1
	両妻面
	S
	2
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	NG
	接合部母材の破断にて決定

	
	
	
	
	RC
	1
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	OK
	極脆性柱にて決定(F=0.8)

	
	
	Y2
	下屋部
	RC
	1
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	x.xx
	OK
	同上

	診断結果概要
	IS 及びq（CTSD）は、X方向の1階（下屋含む）のみで IS0を上回っているが、それ以外の階においては目標値を満足しない。

（前述の記載例の他、既存建築物の耐震性能及びIS値の決定要因等を示してください。）

	設計者の

所見
	現地調査について
	鉄骨部材調査結果（溶接検査の結果、接合部及びアンカーボルトの状況など）、非構造部材等調査結果、その他（基礎の調査結果、躯体ひび割れ調査結果等）を鑑み、調査結果の考察（設計図書との整合性、腐食の状況、施工不良の有無など耐力上影響のある項目等）を示してください。

	
	その他
	その他必要と考えられる所見を示してください。


※分かる範囲でご記入し、不明な事項等については、不明、未調査等と記入してください。検討内容等の実状により、必要な項目等を変更・追加・削除してください。
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